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業界初※！データロガーに最適なLCDドライバ内蔵1 チップマイコン「ML630Q464/466」を量産開始 

～データ取得、液晶表示、PDF 生成までをコイン電池 1 個で約1 年間動作可能～ 
 

＜要旨＞ 

ロームグループのラピスセミコンダクタは、荷物輸送時の環境情報を取得管理するデータロガーに

最適な 32 ビットマイクロコントローラ「ML630Q464/466」の量産を開始しました。 

本LSI は、データロガーに必要な主要機能（USB、高速動作用クロック発生機能、LCD ドライバ、高精

度RC 発振型AD コンバータ）を内蔵し、温度・湿度･加速度などのデータ取得、データ表示、取得データ

の PDF ファイル生成機能を業界で初めて 1 チップ化した製品です。 

本LSI の CPU には 32 ビット CPU コアである「ARM Cortex M0+」を採用し、低消費電力と高性能を実現。ログデータを約

4 秒でストレスなく PDF 変換でき、コイン電池1 個で約380 日※1の動作が可能です。

さらにラピスセミコンダクタが持つ独自のノイズ耐性技術を継承し、過酷な環境下での安定動作も実現します。  

本LSI は、2016 年12 月より量産を開始しており、生産拠点は前工程がラピスセミコンダクタ宮城(宮城県)、後工程が

ROHM Integrated System（Thailand）Co., Ltd.(タイ)です。 

ラピスセミコンダクタは、物流市場に最適な低消費電力と高性能を両立したマイコンを提供するとともに、IoT との融合を

視野に無線通信LSI とのベストソリューションで、お客様のニーズに応えてまいります。 

 

＜背景＞ 

近年、食品や医薬品に対する“安心・安全”への要求は高まり、特に生鮮食品や医薬品などを生産・輸送・消費の過程の

間で途切れることなく低温に保つ物流方式（コールドチェーン）の適用が拡大しています。このため物流業界では輸送中の

温度・湿度・衝撃といった荷物品質へ影響を与える輸送環境管理が求められ、この管理手段となるデータロガーは今後も

需要が年率10%以上の伸びを続けると予想されます。 

データロガーは荷物の中に設置され、使い捨ての場合も多く、バッテリーの小型化・部品点数の削減による小型化・低コ

スト化が必要となります。また、コールドチェーンに対するFDA※2の法規制やGDP※3といったガイドラインの運用により、輸

送中の荷物の状態を確実に記録することと、記録(ログデータ)の改ざんを防止する編集不可能な PDF ファイルを出力する

事が求められています。 

これらの要求に応えるため、ラピスセミコンダクタが得意とする低消費電力、高ノイズ耐性に加え高性能を両立し USB デ

ータロガーの主要機能を 1 チップ化した PDF ファイル生成が可能な「ML630Q464/466」を開発し量産を開始しました。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
ラピスセミコンダクタ株式会社  ニュースリリース担当 

〒222-8575 神奈川県横浜市港北区新横浜2-4-8 
電話：（045）476-9212 

※ 2017 年3 月、ラピスセミコンダクタ（株）調べ 

物流データを見える化する 
「データロガー」に最適！ 



＜新商品の特長＞ 

１． USB データロガーの主要機能を 1 チップ化し、主要部実装面積を約30％削減 

 

本LSI は、USB データロガーに必要な主要機能（USB、高

速動作用クロック発生機能、LCDドライバ、高精度RC発振型

AD コンバータ）を内蔵しました。高精度RC発振型ADコンバ

ータを内蔵したことで、温度センサーやサーミスタと基準電圧

発生回路等で構成する温度測定機能をサーミスタと抵抗・コ

ンデンサのみで±0.5℃精度の温度測定が可能です。これに

より、主要実装部面積を従来品から約30％削減することが可

能です。 

 

さらにCPUに「ARM Cortex M0+」を採用し、高性能化を図り、

最適化したファイル生成プログラムを LSI 内部に格納。A4 サ

イズ縦方向1 ページ 2,500 測定ポイントの PDF ファイルが約

4 秒で生成可能となりました。また、AES 機能と乱数発生器を

内蔵し、お客様で開発したAES暗号化プログラムとの組み合

わせることで、パスワード付き PDF ファイルの生成も可能と

なります。 

 

 

２． 低消費電力と高性能を両立し、コイン電池1 個で 380 日の動作が可能 

 

USBデータロガーの動作は、「数分～数十分間隔でセンサデータを読み込み記録」、「使用終了時にUSB接続時され

PDF ファイルを生成」の 2 つに大別されます。これ以外の大半の時間は休止状態のため、電池寿命への影響は休止時

消費電流が支配的となります。 

本LSIでは4つの低消費電力モードのサポートにより業界トップクラス※の休止時消費電流（0.8uA)を実現。これにより、

一般的なデータロガーに使用されるマイコンに比べ、1/3の容量のコイン電池（CR2032）1個で約380日の動作可能とな

りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．USB データロガーリファレンスキットご提供により、お客様の開発加速に貢献 

 

本LSI での USB データロガー開発を「USB データロガーリファレンス

キット」でサポートします。このリファレンスキットには、部品リストや回

路図等のハードウェア情報の他、PDF ファイル生成ソフトウェアや USB

フラッシュメモリとして動作するための各種ソフトウェアソースコード、ド

キュメント、パワーマネージメント方法、高精度RC発振型ADコンバータ

の使用方法といった本MCU の使用方法が簡単に理解可能なため、お

客様での開発が容易となり開発の加速に貢献します。 

 

  



４．タフマイコンシリーズで培った高ノイズ耐性を継承し、過酷な環境下での安定動作に貢献 

荷物品質を証明する貴重なログデータを外部ノイズから守るために、ラピスセミコンダクタがもつ独自の低消費電力

技術とノイズ耐性技術を融合した“ローパワー＆タフ”を継承。国際電気標準会議(IEC)の規格IEC 61000-4-2※4に準拠し

た試験電圧レベル 4(間接接触放電：±8kV)を越える測定機器限界の±30ｋV をクリアしています(ML630Q466リファレン

スボードを使用して測定)。過酷な環境下での安定動作が可能です。 

 

 

【販売計画・用途】 

商品名 ML630Q464/466 

販売 

計画 

量産出荷時期 量産中 

量産出荷数 月産10 万個 

サンプル価格 700 円 

用途 USB データロガー、センサ機器、その他産業機器全般 

 

【仕様概要】 

 ML630Q464 ML630Q466 

CPU Cortex-M0+ 

Flash ROM with ISP 64KB 128KB 

Data Flash (Single Word) 2KB 

RAM 8KB 16KB 

LCD Driver (com X seg) 8 x 50 

I/O Port 38 

ADC 2x 24 bit RC-ADC, 12 x 12bit SA-ADC 

Serial I/F USB2.0 Full speed(12Mbps), I2C(master/slave), SPI(master/slave), UART(Full Duplex 

Asynchronous)  

Timer 8bit timer  or 16bit timer,  16bit timer with PWM, WDT, RTC  

Security function AES, Random Number Generator 

External Interrupt 8ch 

Voltage Level Supervisor 16 level 

Power ON  Reset  Yes 

Clock / Low frequency External Crystal (32.768kHz), 

 Internal RC Oscillator (32.768kHz) 

Clock / High frequency Generation by PLL (24MHz) 

Internal RC Oscillator (16MHz) 

Operating voltage 1.8V ~ 3.6V 

Operating temperature -40℃ ~ +85℃ 

Power consumption Halt mode : 0.80uA 

Operating mode : 250uA/MHz 

Package TQFP100 

 

【用語説明】 

※１ 算出条件：コイン電池CR2032、センサデータ読込み間隔10 分、液晶表示ありの場合 

※２ FDA(Food and Drug Administration)：米国食品医療局 

米国で販売される食品、飲料、化粧品、薬剤、医療機器、放射線機器、獣医動物関係製品に関する規定等を制定 

※３ GDP(Good Distribution Practice)：医薬品の適正流通基準 

医薬品の品質(有効性・安全性)を維持し続ける事を保証するための基準 

※４ 国際電気標準会議(IEC)の規格 IEC 61000-4-2 

静電気放電に対する電子機器の耐性評価に適用される規格 


